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の他は全て草書体である。その多くは、蜀の周撫という人物に宛てた尺牘（手紙）である。二王（王羲之・王献之）の書は、その当時より、コレクションの対象となっていた。六朝時代以降、それは益々揺るぎないものとなり、各王朝の至宝として収集されていった。羲之コレクターの中でも特に収集に命をかけたのが、唐時代の太宗皇帝であった 太宗は、収集した三千余りの羲之書の分類を褚遂良等に命じる。有名な羲之書だけに復刻も多く、十七帖の種類もかなり多い。現存する十七帖を確認すると、巻末に「勅」字のある館本と、賀知章臨本から出た賀監本系統のもの 二つに大きく分類できる。賀監本は、五代南唐の李煜が賀知章の臨書したものを上石したものである 各行ごとに楷書 釈文が付してある。勅字本も様々あるが、三種類に分類できる。以下 三本には、宋時代の魏道輔等の跋文が確認できる。①「三井聴冰閣本」
　三井聴冰閣本は、元々日本では、江戸時代の貫名菘翁（一七七八〜一八六三）書家・儒者・詩人・画家でもあるが愛蔵し

















































































連綿線からの一筆書きであるが、運ぶ調子が曲か直かはっきりとしていることが確認できる。臨書の際には、曲直 運 を明快にし、歯切れよいリズムで運んでいけるように心掛けてい たい。「四」 、 「三井聴氷閣本 」足下二文字の研究
　「足下」二文字・同一文字比較検証　三井本十七帖中、いたるところに数多く、 「足下（あなた） 」の二文字が出てくる。全部で三十四箇所確認できる。三井本


























Ｆを見る。 「服食帖」の第二行目、第九・十文字 にあたる。ここも 末ということもあってか、圧縮したかのよ
うに運んでいる。 「足」字の第二画目は、右横方向に強く力を働かせている。 「下」字の第二 目は、下方向に軽く運んだ後、その断筆によ 跳ね上げは、非常に強く働いていることが確認できる。 「足下」二字とも、粘りぎみに運んでいる。
⑦２２
―
Ｇを見る。 「知足下帖」の第一行目、 ・三文字目にあたる。 「足」字 二画 を右下方向にほぼ揺らさずに運
んでいる。 「下」字の第二画目は、大きく強く真下方向に運んだ後、断筆 て強く跳ね出し、第三画目 収筆は、 を開いたまま次字の「行」字に強くはっきりと連綿させていることが確認できる。
⑧２６
―




















Ｍを見る。 「邛竹帖」の第三行目、第六・七文字目にあたる。 「足」 の最終画収筆部分からその弾みでいっきに
「下」字の第一画目まで引き連綿していることが確認できる。⑭５０
―








Ｐを見る。 「塩井帖」の第一行目、第九・十文字目にあた 足」字の最終画収筆部分の跳ね出し 強さを受け
「下」字テンポ良く特に第二画目・第三画目大きく運んでいることが確認できる。⑰６３
―
Ｑを見る。 「省別帖」の第一行目、第四・五文字 にあたる。 「足 字の 一画目を大きく側 のまま左下方向へ強


































Ｙを見る。 「諸従帖」の第三行目、第十一文字目と第四行目・第一文字目にあたる。行末と次行頭と 変えし い
































ｆを見る。 「虞安吉帖」の第三行目、 ・六文字目にあたる。 「足」字の第一画目で強く大きく左方向に筆を開












































































「相必」の二 は、行末にあたる。 「相」 の最終筆で筆を閉じきる前 そ ま、 「必」 の第 画目に入り、連綿部分も短くし二文字を一文字の如く運んでいることが確認できる。⑬２８
―
Ｍ、第四行目、第五・六文字目の「期耳」の二文字を見る。
「期耳」の二文字は、文章の切れ目という もあってか、豪快に運ん いる。 「期」字 最終筆で筆を閉じそ まま連綿させている。二文字をもって一 の如く大きくゆったり 運んでいる。⑭２９
―
Ｎ、第五行目、第二・三文字目の「當不」の二文字を見る。










「書信」の二文字は、行頭 にあたる。 「書」字の最終筆で筆を開き、大きく開いた筆を段々閉じながら連綿させ、その閉じた筆 まま「信」字の第一画目 入り、徐々に筆を開いていっていることが確認 きる。二文字を一文字の如く運んでいる箇所である。⑰３６
―
Ｑ、第三行目、第三・四文字 の「可令」の二文字を見る。
「可令」の二文字は、呼吸長くゆったりと一文字の如く運んでいる。 「可」字の最終 閉じてきた そのまま連綿し、「令」字の第一画目に入り筆を開いていっていることが確認できる。⑱３６
―
Ｒ、第三行目、第五・六文字目の「必達」の二文字を見る。





「相復」の二文字は、一文字の如く運んでいる。 「相 字の最終 で一旦開いた筆を閉じながら連綿して き、 「復」字の第一画目で段々筆を開いてきていることが確認 き⑳３９
―
Ｔ 　、第三行目、第一・二文字目の「頤養」の二文字を見る。









「推之」の二文字は、行末にあたる。小さく畳み込むように、一文字の如く運んでいる。 「推」字は筆を閉じぎみに運んでいるが、そのまま連綿させ「之」 の第 画目 点で大きく筆を開いていることが確認できる。㉓４０
―
Ｗ、第四行目、第二・三文字目の「理得」の二文字を見る。
「理得」の二文字は、一文字の如く運んでいる。 「理」字の最終画で開 た筆を段々と閉じながら連綿させ、 「得」字の第一画目に向けて徐々に筆を開い㉔４０
―
Ｘ、第四行目、第五・六文字目の「以為」の二文字を見る。
「以為」の二文字は、一文字の如く運んでいる。 「以」字の最終筆で開いた筆を段々と閉じな ら連綿させ、 「為」字の第一画目に向けて閉じていた筆を一気に開いていっていることが確認できる。㉕４１
―
Ｙ、第五行目、第六・七文字目の「以爾」の 文字を見る。
「以爾」の二文字は、一文字の如く運んでいる。 「以」 の最終筆 開いた筆を多少閉じ太く強くしっかりと連綿させ、「爾」字の第一画目に向けてまた大きく筆を開いていっていることが確認できる。㉖４２
―
Ｚ、第六行目、第五・六文字目の「非復」の二文字を見る。










参考文献書道全集（平凡社） 、書芸術全集（雄山閣） 、中国書道事典（雄山閣） 、中国書道辞典（木耳社） 、中国書道文化辞典（柳原出版） 、文物（文物出版社） 、中国法書ガイド（二玄社） 、中国書論大系（二玄社） 、書籍名品叢刊（二玄社） 、書宗院報（書宗院） 、書宗院研究会報（書宗院研究会） 、書道基本名品集（雄山閣） 、書品（東洋書道協会） 、法書要録（人民美術出版社） 、王義之を中心とする法帖の研究（二玄社） 、王義之（講談社） 、王義之の書（天来書院） 、テキストシリーズ（天来 院）他
「十七帖の研究」 （一）
一〇八
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